
得
を

S
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考

へ
ら
れ
る
O

rJ
れ
を
要
す
る
に
以
上
の
瓢
よ
り
L
y
､
甚
だ
漠
然

と
は
し
て
ゐ
る
が
大
鰹
十
二
年
の
過
期
と
そ
の
倍
数
在

る
三
年
四
年
の
過
期
を
乙
の
僅
少
の
資
料
に
依
っ
て
秘

め
得
る
と
;･3
ふ
の
で
あ
る
｡

餌
'
｢
rb
rJ
ぬ
水
押
｣
と
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
部
分
よ
き

雨
量
に
闘
す
る
グ
ラ
フ
を
作
れ
ば
第
四
園
の
如
-
な
つ

光
｡
｢
さ
rJ
ぬ
水
押
し
と
は
先
に
も

二
.ilTiし
た
如
-
､
LR

中
村
の
北
西
に
替
る
野
洲
川
の
滑
走
斜
面
に
野
洲
州
大

出
水
の
際
に
温
水
す
る
こ
と
を
指
す
79
の
で
'
野
洲
川

上
流
地
方
(
近
江
､
北
伊
勢
)
一
間
の
降
水
の
多
畳
な
み

し
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
､
rJ
の
遇
期
が
四
年
並
に

1

年
と
在
っ
て
ゐ
る
｡
(
完
)

安
垂
の
名
勝
二
観
峡
及
白
糸
瀧

(
二
)

吉

野

益

見

E
!､
二
級
吊
椅
下
流
の
栄

二
級
橋
に
イ二
一級
峡
轟

き
両
岸
開
き
田
岡
株
は
-
浴

飴
と
し
て
武
関
d
J帥
静
ぶ

O
橋
の
下
流
に
は
宜
岩
多
-

起
臥
し
鮎
々
島

哩
の
如
-
'
構
流
は
立
岩
に
放
し
て
滑

々
白
抹
恕
飛
散
し
､
虻
に
叉
急
棉
奔
瀬
を
な
し
轟
々
白

龍
の
飛
躍
す
る
に
似
た
頗
る
批
観
を
皐
す
'
遜
れ
河
床

安
薮
の
名
勝
二
親
映
及
白
糸
瓶

の

.i
脚
灘
を
み
'
鮎
其
他
州
魚
の
幣
剰
た
る
を
見
る
｡

rJ
J
よ
与
千
教
官
米
間
の
河
床
に
は
宜
岩
横
は
-
'
叉

大
小
の
横
地
赤
す
､
後
者
は
島
唄
状
を
覆
し
､
或
は
畑
地

を
を
し
.
或
は
士
石
の
種
草
木
の
繁
茂
せ
る
も
の
あ
-

て
単
調
在
る
河
床
に

一
軍
化
を
輿
ふ
｡
又
左
右
両
岸
に

注ぐ
渓
流
に
は
小
藩
多
-
腰
-
其
数
二
十
を
超
ゆ
'
左

孟

九

.TTm
七



地

城

壁

1
+
七
怨

岸
に
は
大
津
江
p
段
原
'
華
ケ
谷
､
野
架
迫
､
岩
莱
ケ

谷
､
蕨
ケ
段
等
十
有
五
瀧
あ
d
O
右
岸
に
は
天
ケ
谷
､

砥
石
川
､
白
糸
等
六
瀧
あ
た

就
中
白
糸
瀧
は
其
宜
撃

に
三

一線
瀧
は
封
此
す
べ
き
償
値
あ
-
0

五
､
白
糸
瀧

瀧
路
｡
此
瀧
は
二
級
瀧
を
大
瀧
と
新
す
る
は
勤
し
で

小
瀧
と
も
稲
す
｡
薫
瀬
川
右
岸
に
控
iI
石
内
の
演
流
白

糸
川
と
水
附
と
は
櫓
以
北
上
せ
ば
､
石
英
響

石
の
吉

万

多
-
露
出
し
其
正
長
石
は
水
蝕
の
た
め
小
穴
を
鐘

じ
奇

観
警

壬
す
ー
輩
U
F,
と
五
百
飴
米
､
水
田
毒
き

忽
ち
哲

蒼
た
る
密
林
と
在
-
､
瑛
流
は
乙
!
よ
-,義
す

･
推
･

白
樫
､

あ
ら
か
し
等
の
潤
栗
樹

は
高
-
顔
-
量
を
葦

以
で
琴
線
滴
-,L
.
其
下
の
暗
流
官
米
間
の
前
車
は
路
々

<i
直
線
に
傾
斜
し
様
々
温
々
と
し
て
岩
盤
流
岩
の
間
を

縫
S
､
後
半
は
迂
飴
曲
折
鼻
化
に
富
み
腐
る
幽
蓬
を
極

ひ
'
英
米
に
近
-
小
池
あ
わ
観
音
像
の
規
捜
所
在
少
と

云
ふ
､
林
水
美
の
裡
掠
束
自
ら
起
-
身
は
塵
外
は
在
る

を
兜
ゆ
｡
後
輩
左
岸
の
地
に
聖

墨

あ
-,I
P
風
致
を
加

へ
信
仰
の

.L
中
心
を
な
す
'
其
傍
は
二
碑
あ
-
､

1i
は

沸

立
班

.i11台

五

八

南
無
妙
怯
蓮
華
経
の
題
目
を
刺
し
､

這

麗
巴
塚
と
て

｢
ほ
ろ
ほ
ろ
と
山
吹
散
る
か
瀧
の
膏
｣
と
瑚
す
0
小
瀧
観

音
略
総
記
は
よ
れ
ば
､
菅
此
観
音
堂
の
艮
憧
筒
谷
は
湛

頭
山
恵
現
寺
あ
ゎ
L
が
､
元
鞄
天
正
の
頃
藤
城
す
,
徳

正
徳
享
保
の
頃
庄
官
多
賀
共
有
衛
門
観
望

妄

信
ず
,

l
夜
観
音
現
は
れ
､
嘗
此
水
底
は
在
れ
ば

7
宇
藍

醗
け

て
安
置
せ
よ
と
夢
む
｡

百
姓

青

良
兵
衛
亦
同
じ
く
夢

ひ
｡
於
点
翌
朝

両
人
水
中
は
観
音
像
教
程

た

る

に

よ

み
､
兵
着
衛
門
此
堂
を
建
て
之
計
愛

蔵
し
以
て
今

日
に

至

る

｡
瀧
の
独
語
｡
横
流
の
層
的
部
は
在
る
正
･LLtf;
湛
ほ
て

上
下
二
段
に
分
れ
､
上
段
鶴
は
約
南
北
(
北
二
〇
度
苦

節
排
向
に
､
下
段
鶴
は
約
東
西
(
北
七
〇
度
来
)節
珊
両

は
照
る
｡
前
者
は
後
者
と

7
7
兼
を
隔
て
./
後
方
は
あ

る
た
め
に
'
瀧
煮
よ
-
仰
親
し
得
ず
､
高
さ
は
前
者
玉

来
'
後
警

天

来
､
合
計
警

乗

に
逢
し
､
備
後
山
野

峡
の
瀧
頭
瀧

(
三
九
･
四
米
)
の
高
1蒜

勝
る
0
両
者
は

共
に

一
候
飛
髄
の
姉
妹
藤
を
少
｡

特
許
｡
上
段
潰
｡
河
水
は
略
々
東
西
節
理
を
浸
触
し



第 四 Jlr;,I,1 日糸瀧の l･_化にある｣･_瀧

下
段
渥
ーこ
入
る
､
其
瀧

n

U
･:+
を
な
す

左
川.i
の
人

に
近
さ
新
小川
に

-.
;:E
松
帖

立
し
､
下
段
槌
の
術
轍
に

乍
便
む
恥

ふ
｡

下
段
漆
｡
こ
れ
は
斯
胎

に
ょ
ら
作
じ
た
る
約
束
;杓

節
理
面
の
萌

MJの
火
･:.G
l姥

に
懸
る
｡
此
･:
.6両
は
露
を

以
て
刷
る
が
如
-
'
炎
上

中
邦
は
作
少
の
茨
目
に
過

ぎ
ざ
れ
げ
､
鵜
水
は
じ
ゃ

〓
よ
-
,:ポ
鋸
南
Iこ
触
れ
ず

し
て

.l
婿
に
鵬
下
七
瀧
壷

て
河
床

h
t形
成
し
流
下
L
t
約
15;
拓
北
節
理
面
に
懸
槌
を

L･j
す
0
炎
帖
1
.米
に
過
ぎ
ざ
る
も
'
高
さ
共
二
倍
を
超

ゆ
れ
ば
､
山
水
LL=
々
:似
々
奔
飛
頗
る
碓
肝
を
極
ひ
｡
溢

水
は
岩
健
の
左
川.ii
低
所
を
洗
る
J
乙
と

三

水
に
し
て

滋
姫

の
潮
路
二
放
映
及

n
糸
池

に
椛
入
す
､
こ
れ
異
の
飛
泥
を
-
｡
溢
水
の
帖
､茄

上
部

紘

,･
Tj米
に
過
ぎ
ざ
る
も
'
漸
次
棉
加
L
t
肋
下
部

は
二
淡
に
通
し
頗
る
批
敏
を
梅
ひ
し
新
し
火
it
凪
加
れ

ば
溢
水
移
行
し
'
雲
桜
と
し
て
開
放
L
t
〓
兄
と
受
け

宍

1

ム
九



地

拭

解

二
十
七
番

ば
忽
ち
美
虹
を
掲
現
し
て
色
彩
を
加
へ
'
史
に
錦
上
花

数
添
ふ
る
の
観
あ
-
｡
温
水
は
瀧
壷
を
猛
撃
し
､
飛
躍

他
曙
山
谷
に
響
き
､
史
は
目
耳
を
驚
か
す
｡
相
岩
壁
面

は
約
南
北
及
水
平
暦
の
飾
排
を
恕
め
､
羊
歯
類
骨
練
樹

の
4
育
す
る
あ
わ
で
､

一
段
の
景
趣
を
添
ふ
｡

瀧
壷
D
略
々
固
形
'
長
種

一
三
米
､
知
種

一
二
米
凝

る
も
.
操
n

一
米
な
る
と
其
口
速
に
人
工
を
加

へ
て
自

然
蔀
を
鼻
じ
た
る
と
は
惜
ひ
べ
き
な
み
｡
膏
藍
の
中
'

白
水
飛
騰
の
紐
､
揮
身
湛
水
を
洛
ぶ
る
79
の
あ
わ
で
史

は
亦

一
壮
観
を
加
ふ
｡

観
望
所
｡
瀧
壷
の
周
遊
地
を
最
と
し
､
誠
は
観
望
亭

及
眺
望
毒
の
設
備
あ
ら
､
座
し
て
下
段
磁
及
瀧
泰
の
全

貌
を
鑑
賞
し
神
る
も
､
冷
霧
衣
秋
を
宿
し
久
し
-
留
せ

る
能
は
ず
.
次
に
前
記
の
下
段
渥
朗
に
近
さ
断
崖
の

一

骨
枚
は
険
を
戒
め
ば
下
段
轟
の
僻
陳
に
過

す
0
以
上
上

下
の
両
所
に
於
で
始
め
て
下
段
礎
の
異
相

を
観

望

し

日.中
ロ

′イ

概
括
｡
此
梶
は
節
班
の
垂
直
面
に
懸
･Jl
今
荷
幼
年
期

の
状
態
を
保
持
す
｡
水
量
は
普
通
に
て
早
天
時
も
殆
凡

鈴
五
紙

言

一

六

〇

ど
減
水
せ
ざ
る
の
特
色
あ
わ
｡
若
し
大
雨
至
ら
ば
湛
水

滋
桝
大
偉
観
を
葦
す
と
い
ふ
｡
此
種
皮
其
下
流
の
秀
灘

は
名
勝
隈
と
し
て
保
存
の
要
あ
る
を
離
む
｡

瀧
上
の
寒
流
及
深
林
美
｡
白
糸
瀧
よ
ケ
演
流
を
執
れ

ば
暗
流
は
浪
々
椋
々
IU
L
で
琴
皆
の
相
和
す
る
が
如
-

就
中
急
騎
小
擬
は
滑
々
と
し
て
所
々
に
懸
-
利
親
の
飛

昇
す
る
に
似
た
-
｡
最
奥
は
懸
る
も
の
は
高
さ

一
〇
米

其
互
撃
を
な
し
上
瀧
と
名
づ
-
｡
奇
岩
は
流
に
極
在
し

て
美
観
を
輿
ふ
｡
此
地
域
二
TFiI飴
米
間
は
管
路
練
樹
よ

-
繁
茂
し
駿
蒼
墓
相
情
-
所
謂
洗
林
美
に
富
ひ
｡

附

詮

的
､
動

植

物

動
物
｡
此
峡
の
情
流
に
は
'
魚
類
に
鰍
､鮎
､腰
､鮒
､

鮪
.胎
､
ぎ
･J
等
の
敢
刺
光
る
あ
-
て
､
釣
蓮
の
情
を
唆

み
｡
鳥
類
に
は
五
位
鷺
･岩
雀
'薦
'驚
､
時
鳥
､
川
蝉
'
山

雀
'
眼
白
等
の
林
間
に
飛
噸
し
演
流
は
和
す
る
あ
わ
傾

聴
の
念
自
ら
湧
-
｡

植
物
｡
峡
側
下
部
の
爾
岩
壁
の
節
理
間
に
は
翠
於
榔



瑚
岩
松
鑑
賞
等
生
育
し
て
之
を
飾
-
紘
翠
の
鞠
す
べ

dJ

あ
-
｡
其
上
部
の
樹
林
帯
に
は
常
総
繁
茂
し
､
榔
燭

楓

整
父
へ
'
春
花
秋
紅
の
候
殊

に

よ
-

其
の
美
観
を
添

ふ
｡
林
相
に
樹
齢
若
き
も
塵
紙
に
満
つ
､
服
す
ほ
年
JJ

h
L以
て
し
.
保
護
を
加
ふ
る
の
婆
あ
-
.

〓
'
槻

穴

軌
穴
は
花
掃
岩
盤
の
急
斜
面
即
ち
楓
瀧
及
瀧
轟
の
中

に
生
成
し
､
弧
状
曲
峡
の
北
部
｡光
酉
直
峡
初
部
の
瀬
､

堂
々
瀧
､
南
北
直
峡
中
の
岩
淵
周
遊
'
長
潮
､
鋸
瀬
も

二
級
瀧
頂
｡
二
級
瀧
及
其
瀧
東
軍
に
多
し
｡
叉
流
水
路

中
級
其
側
面
に
存
在
す
｡
就

い
て
見
る
に
'
節
理
中
叉

は
其
交
叉
鮎
に
生
ず
る
79
の
甚

だ多
し
｡
叉
流
水
が
花

園
岩
中
の
長
石
部
を
分
解
し
て
隼
ず
る
あ
-
｡
瀧
水
の

穿
つ
も
の
あ
わ

(靴
穴
が
瀧
東
と
な
る
あ
ヵ
'
叉
瀧
轟

の
中
に
翫
穴
の
春
す
る
も
の
あ
か
｡
荷
大
鶴
穴
の
内
に

小
幌
穴
の
存
す
る
･C
の
あ
-
)

｡
其
形
態
は
燕
雀
的
ほ

肌
理
臼
型
聖
型
箕
型
等
の
種
々
あ
-
'
叉
軌
大
庄
成
の

順
序
を
ポ
す

も

の
あ

わ
｡
次
に
軌
穴
の
水
平
的
形
態

(
口
形
)
は
亦
甚
だ
多
-
､
尭
'藍
聖
'徳
利
'靴
'
聞
､
暗

いS
鶴

の
名
勝
二
地
峡
及
白
糸
瀧

閲
､
瓢
､
漏
斗
､帽
子
､蛤
､風
呂
釜
､
達
磨
､
瓜
ー
長
形
等
あ

み
｡
其
数

l
五
〇
の
多
き
に
達
し
'
口
種

一
光
に
満
カ

ざ
る
も
の
相
曹

あ
わ
'

一
光
乃
車
二
光
を
超
ゆ
る
も
の

あ
-
｡
渦
淵
は
品
種
〓

1米
七
厘
形
正
米
あ
わ
t
t
峡

中
最
大
我
問
稀
有
の
も
の
に
属
す
｡
砂
塵
は
翫
穴
を
蛾

め
コ
ン
ク

-
1
ト
状
を
覆
せ
る
あ
hh｡
叉
水
と
共
は
渦

巻
き

つ
ゝ
あ

る
も
の
あ
-
.
為
に
英
機
及
垂
直
的
形
態

を
測
定
し
符
ざ
る
79
の
あ
か
｡
配
穴
は
縦
を
本
懐
と
す
'

然
る
は
瀧
の
口
の
如
き
横
の
存
在
は
天
下
の
大
奇
観
を

-1
｡
次
に
鐘
成
初
期
の
も
の
は
幼
年
期
に
'
完
成
の
も

の
は
壮
年
期
に
､
流
水
作
用
等
に
破
壊
さ
れ
綾
に
其
形

態
を
留
ひ
る
剤
形
の
も
の
は
老
年
期
に
属
す
｡
か
-
小

匿
域
に
各
種
観
衆
の
多
数
現
存
す
る
は
研
究
上
頗
る
婁

要
夜
地
位
を
iCi
U
.
彼
の
鹿
島
牒
佐
伯
郡
栗
谷
村
蛇
境

の
観
穴
よ
-,L
も
探
究
は
至
便
な
み
｡

三
七
瀧

二
級
峡
(
花
岡
岩
)
に
は
飴
に
近
-
堂
々
瀧
､
終
に
近

く
二
級
瀧
腫
上

一大
勝
景
を
な
し
､
白
糸
瀧

(
石
英
斑

岩
)
は
黒
潮
川
右
岸
の
白
糸
川
に
懸
-
前
二
者
は
封
腰

天

王
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地

球

妨

二
十
七
谷

す

.三
者
何
れ
も
正
面
演
を
覆
し
p夫
々
特
色
を
有
す
｡

節

1.位
の
二
組
瀧
は
上
段
峡
と
下
段
峡
と
の
間
に
膳
る

が
､
上
段
梶
は
南
北
櫛
珊
聞
及
尭
閣
飾
珊
間
の
水
浸
け

ょ
-
生
成
し
所
謂
方
状
梯
川
間
の
水
浸
面
に
贈
-
､
英

男
瀧
は
南
北
櫛
排
に
沼
ふ
断
層
面
に
懸
る
｡
下
段
握
の

女
瀧
は
東
西
飾
州
に
沿
ふ
断
層
面
に
腰
る
｡
即
ち
南
北

及
尭
閣
節

即に
潜
ふ
断
層
面
及
方
状
節
理
間
の
水
蝕
面

に
賑
わ
､
成
因
及
形
態
祝
離
婁
化
に
富
み
､
大
水
に
は
藍

に
二
感
漆
を
加
ふ
る
の
偉
観
を
量
し
､
其
高
四
三
米
'

疏
島
頗
下
の
名
勝
罷
中
の
首
位
を
占
む
｡
第
二
位
の
白

糸
瀧
も
亦
上
下
二
段
梶
ほ
て
､
上
段
瀧
は
略
々
南
北
節

理
の
水
他
面
に
懸
タ
､
下
段
梶
は
略
々
加
西
節
桝
に
沿

ふ
断
層
面
に
懸
る
.
成
匹t
は
二
組
瀧
と
同
じ
-
水
蝕
両

と
断
層
面
と
は
懸
る
｡
形
態
は
罫
純
舟･6
る
も
､
異
の
飛

渥
む
な
し
批
観
を
棲
む
､
其
高
n
は
四
三
米
前
者
と
舶

並
び
で
成
島
腺
下
は
於
け
る
竪
壁
を
覆
す
｡
窮
三
位
の

堂
々
瀧
も
亦
上
下
二
段
濯
ほ
て
'
怖
々
南
北
及
東
西
の

節
班
に
預
以
珪
成
し
三
煤
に
懸
る
'
高
さ
九
･五
米
､前

二
者
の
四
分
の

.i
に
及
ぼ
ざ
る
も
'
白
海
堂
々
峡
中
の

節
五
紙

天

田

空
一

奇
観
允
-
｡
乙
は
二
級
挽
と
共
に
厭
穴
の
見
る
べ

き
も

の
春
す
｡
荷
峡
尾
左
側
に
は
人
工
的
側
面
湛
十
二

級
瀧

懸
-
､
高
n
九
五
米
に
達
し
有
終
の
蓑
を
量
す
る
も
の

あ
わ
｡
要
之
此
前
中
の
二
塔
は
勝
覚
の
白
眉
を
覆
す
正

面
渥
ほ
て
p
安
塾
の
三
段
峡
備
後
の
山
野
峡
の
三
段
瀧

三
つ
瀧
及
瀧
頚
瀧
に
優
に
比
肩
し
相
.

四
'
二
組
峡
の
特
色

金
峡
粗
粒
花
園
岩
ほ
て
組
成
さ
れ
.
峡
首
の
腰
高

一

七
〇
･五
米
､峡
尾
の
僧
高
五
三
米
､
峡
低
に
は
大
岩
盤

の
露
出
甚
だ
焼
き
乙
と
其

一
夜
み
｡
此
峡
は
断
層
線
中

に
在
み
て
略
々
来
閣
及
南
北
の
岩
石
節
即
間
の
水
蝕
に

ょ
み
兼
西
及
南
北
の
方
向
を
取
れ
る
部
分
甚
だ
多
き
乙

と
其
二
な
ゎ
｡
上
下
の
二
段
を
な
し
其
間
に
二
組
瀧
p峡

首
に
近
-
堂
々
瀧
腰
み
､
両
者
間
に
瀦
淵
あ
わ
.
峡
尾

左
側
に
人
工
的
激
高
の
側
面
罷
十
二
級
瀧
の
懸
る
pJ
と

其
三
在
か
｡
各
種
の
翫
穴
'
瀬
瀧
に
穿
た
れ
其
研
究
資

料
を
供
す
る
乙
と
其
四
怒
ら
｡
減
水
時
は
よ
-
岩
永
を

従
抄
し
て
鑑
賞
に
東
低
な
る
も
､
増
水
時
は
瀬
淵
飛
梶

の
紫
観

悉-
l
礎
す
る
乙
J
J其
玉
を
-
｡
二
級
瀧
及
下



段
峡
は
此
峡
の
展
髄
を
な
す
こ
と
其
六
を
-
｡
峡
側
の

樹
林
碑
は
漸
次
峡
を
下
る
に
従
以
其
美
観
を
伽
ふ
る
乙

と
其
七
夜
-
｡
典
市
に
近
-
探
勝
に
至
便
な
る
乙
と
其

入
な
み
｡
更
に
之
を
要
約
せ
ば
p
此
峡
の
異
碑
は
瀧
と

立
岩
と
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存
す
る
影
多
の
闘
犬
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在
り
｡
以
上

此
峡
の
特
色
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婆
陽
に
於
け
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勝
且
天
然
紀
念
物
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る
所
以
な
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五
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閑
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道
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減
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底
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車
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歩
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に
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修
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箪
す
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叉

之
に
ょ
～,>
分
岐
し
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水

蓮迄
小
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べ
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叉
新
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あ
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叉
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級
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近
両
岸
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非
道
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鋸
覚
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の
地
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危
険
な

F,
程
皮
に
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'
修
班
新
設
の
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あ
る
を
見
る
､

コ
ン
ク
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1
蛾
桐
を
用
ふ
べ
き
所
あ
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.
次
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道
路
の
修
桝
新

設
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決
し
て
併
発
を
揖
壊
せ
ざ
る
簡
園
の
小
規
模
の
も

の
に
止
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
｡

滋
灘
の
銘
肝
二
親
峡
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糸
純

p
t
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札
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奥
内
記
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名
札
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設
け
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勝
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察
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し
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p
又
地
図
附
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あ
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案

内記
の
旅
僧
在

る
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入
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路
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於
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東
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層
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ハ
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樹
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植
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伐
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光
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潜
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